Notes on Citations Myoe's Zaijarin (1) by 中御門, 敬教
明
恵
『
摧
邪
輪
』
の
引
用
経
論
に
関
す
る
小
考
（
一
）
中
御
門
敬
教
【
抄
録
】
明
恵
（
高
弁
・
一
一
七
三
｜
一
二
三
二
（
承
安
三
｜
寛
喜
四
））
に
よ
る
『
摧
邪
輪
』
の
引
用
経
論
に
関
す
る
研
究
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
二
点
に
留
意
し
、『
摧
邪
輪
』
本
文
理
解
に
資
す
る
形
の
資
料
提
供
を
、
目
的
と
す
る
。
①
イ
ン
ド
起
源
の
経
論
を
対
象
と
し
て
、
当
該
箇
所
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
、
漢
訳
の
出
所
を
示
し
、
必
要
に
応
じ
て
現
代
語
へ
の
翻
訳
を
行
う
。
②
当
該
箇
所
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
近
年
の
訳
研
究
を
も
含
め
て
、
知
見
の
及
ぶ
限
り
言
及
す
る
。
こ
う
し
た
諸
点
を
加
味
し
て
、
原
拠
文
脈
か
ら
は
こ
う
読
む
べ
き
で
あ
り
、
原
拠
か
ら
こ
う
い
う
意
図
で
引
用
さ
れ
た
、
と
い
う
指
摘
を
出
す
こ
と
が
、
筆
者
の
最
終
的
な
課
題
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
一
端
で
あ
り
、
そ
の
開
始
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド：
明
恵
『
摧
邪
輪
』、
法
然
、
葉
経
、
葉
品
、
唐
法
蔵
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
は
じ
め
に
周
知
の
如
く
、
明
恵
（
高
弁
・
一
一
七
三
｜
一
二
三
二
（
承
安
三
｜
寛
喜
四
））
に
よ
る
『
摧
邪
輪
』
に
は
、
彼
の
広
範
な
知
識
を
も
っ
て
多
数
の
教
証
が
列
挙
さ
れ
る
。
中
に
は
イ
ン
ド
に
起
源
を
も
つ
、
日
本
仏
教
に
お
い
て
は
馴
染
み
の
薄
い
仏
典
す
ら
登
場
す
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
巻
中
冒
頭
に
は
、
蓮
華
戒
菩
薩
造
、
施
護
訳
『
広
釈
菩
提
心
論
』（『
大
正
蔵
』
三
二
、N
o
.
一
六
六
四＝
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
著B
h
avan
akram
a.
修
習
次
第
）
が
引
用
さ
れ
、
二
種
菩
提
心
（
誓
願
菩
提
心
、
発
趣
菩
提
心
）
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
如
く
で
あ
る
（C
f.
「
菩
提
心
に
二
種
有
り
。
一
は
願
心
。
二
は
分
位
心
」）。
一
般
的
に
述
べ
て
、
教
証
に
沿
っ
て
論
を
展
開
す
る
「
論
、
疏
、
章
疏
」
の
研
究
に
お
い
て
は
引
用
の
原
拠
に
ま
で
遡
り
、
そ
れ
と
向
か
い
合
う
姿
勢
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
を
疎
か
に
し
て
は
良
心
的
な
研
究
と
言
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
求
め
に
応
え
る
も
の
と
し
て
『
摧
邪
輪
』
の
場
合
に
は
、
田
中
久
夫
校
注
「
摧
邪
輪
巻
上
」（『
鎌
倉
旧
仏
教
』（「
日
本
思
想
体
系
」
十
五
）、
岩
波
書
店
、
一
七
明
恵
『
摧
邪
輪
』
の
引
用
経
論
に
関
す
る
小
考
（
一
）（
中
御
門
敬
教
）
一
九
七
一
）、
末
木
文
美
士
「『
摧
邪
輪
』
巻
中
・
下
引
用
出
典
注
記
」（『
仏
教
文
化
』
十
四
｜
七
、
一
九
八
四
）
が
あ
る
。
各
々
の
考
察
範
囲
は
、
田
中
校
注
が
「
巻
上
」、
末
木
論
文
が
「
巻
中
下
」
を
扱
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
現
在
、
田
中
校
注
か
ら
四
十
六
年
、
末
木
論
文
か
ら
三
十
三
年
の
歳
月
が
経
過
す
る
が
、
依
然
と
し
て
両
氏
の
研
究
成
果
は
色
褪
せ
ず
、『
摧
邪
輪
』
研
究
に
お
け
る
基
本
書
の
位
置
を
譲
ら
な
い
。
た
だ
し
こ
の
間
に
、
学
界
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
成
果
は
、
目
を
見
張
る
ほ
ど
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。『
摧
邪
輪
』
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
成
果
の
利
用
や
照
合
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
摧
邪
輪
』
研
究
に
関
す
る
現
時
点
の
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
で
は
、
明
恵
自
身
が
属
す
る
華
厳
宗
の
根
本
経
典
の
一
つ
で
あ
る
、
「
入
法
界
品
」
の
研
究
進
捗
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
ち
な
み
に
末
木
論
文
ibid
.,
四
頁
上
段
は
、
重
要
な
教
証
で
あ
る
こ
の
「
入
法
界
品
」
を
例
に
挙
げ
て
、
明
恵
の
引
用
傾
向
を
以
下
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。
「
概
し
て
高
弁
の
引
用
は
原
経
論
に
忠
実
で
あ
り
、
諸
本
が
相
違
す
る
場
合
、
高
麗
蔵
本
よ
り
他
本
に
一
致
す
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、『
華
厳
経
』
引
用
の
場
合
、『
六
十
華
厳
』
よ
り
『
八
十
華
厳
』『
四
十
華
厳
』
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
「
入
法
界
品
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。」
「
入
法
界
品
」
の
現
代
語
訳
や
抄
訳
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
か
ら
の
日
本
語
全
訳
と
し
て
は
、
梶
山
雄
一
監
修
『
華
厳
経
入
法
界
品
さ
と
り
へ
の
遍
歴
（
上
・
下
）』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
）
が
出
版
さ
れ
、
こ
の
「
入
法
界
品
」
に
対
応
す
る
唐
般
若
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
（
四
十
華
厳
）』
（『
大
正
蔵
』
十
、N
o
.
二
九
三
）
に
つ
い
て
も
、
大
角
修
『
現
代
語
訳
華
厳
経
「
入
法
界
品
」
善
財
童
子
の
旅
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
四
）
が
出
版
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
堀
伸
一
郎
氏
に
よ
る
、
中
央
ア
ジ
ア
で
発
見
さ
れ
た
梵
文
を
も
と
に
し
た
「
入
法
界
品
」
の
原
典
研
究
も
進
行
し
つ
つ
あ
る
（C
f.S
h
in
’ich
iro
H
o
ri
“G
a
n
d
a
v
y
u
h
a
-F
ra
g
m
en
te
d
er
T
u
rfa
n
-S
a
m
m
u
lu
n
g
”
）（『
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
』
五
、
二
〇
〇
二
））。
こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
田
中
氏
と
末
木
氏
に
よ
る
優
れ
た
調
査
結
果
を
利
用
し
つ
つ
、
改
め
て
引
用
経
論
に
つ
い
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
、
漢
訳
を
も
利
用
し
考
察
を
行
い
た
い
。
考
察
に
あ
た
っ
て
一
つ
の
教
証
に
つ
い
て
、
当
座
、
以
下
の
順
序
で
整
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。
（
一
）
見
出
し
（「
私
解
」
を
出
し
、
引
用
の
意
図
を
も
概
説
す
る
）
（
二
）
本
文
（
田
中
校
注
の
訓
読
を
使
用
）
（
三
）
現
代
語
訳
（
佐
藤
抄
訳
を
使
用
）
（
四
）
田
中
、
末
木
校
注
記
載
の
注
（
た
だ
し
本
稿
で
は
田
中
校
注
に
関
す
る
も
の
）
（
五
）
教
証
の
原
拠
と
現
代
語
訳
（
サ
ン
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
、
漢
訳
の
順
）
（
六
）
他
典
籍
に
お
け
る
同
引
用
（
七
）
補
説
（
他
の
関
連
領
域
へ
の
言
及
）
一
八
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
二
号
【
葉
経
に
出
で
た
り
】
（
一
）
見
出
し
「
雑
行
の
咎
」
に
関
す
る
唐
法
蔵
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
か
ら
の
引
用
（
私
解：
法
蔵
は
「
雑
行
」（
雑
行
の
咎
）
に
つ
い
て
「
福
行
」
と
「
余
行
」
を
挙
げ
る
。
そ
の
う
ち
の
「
福
行
」
と
は
世
俗
的
な
幸
福
の
追
求
行
為
で
あ
る
。
「
余
行
」
と
は
「
福
行
」
の
範
疇
に
入
ら
な
い
行
為
、
特
に
一
法
に
固
執
し
、
そ
れ
以
外
を
排
除
す
る
立
場
を
指
す
（「
性
、
悟
に
あ
ら
ず
し
て
、
随
つ
て
一
法
を
学
し
て
即
便
ち
封
著
す
」）。
こ
の
「
葉
経
」
の
引
用
は
前
者
「
福
行
」
に
関
す
る
教
証
で
あ
る
。
ち
な
み
に
直
後
で
、「
称
名
の
行
」
は
「
余
行
」
に
分
類
さ
れ
、「
仏
法
を
毒
害
す
る
過
あ
る
べ
し
」
な
ど
と
、
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
く
。）
（
二
）
本
文
○
鎌
田
茂
雄
、
田
中
久
夫
校
注
『
鎌
倉
旧
仏
教
』（「
日
本
思
想
大
系
」
十
五
、
岩
波
書
店
、
四
六
頁
〜
四
七
頁
、
一
九
七
一
）
「
香
象
大
師
の
梵
網
経
の
疏
に
三
学
お
よ
び
雑
行
に
約
し
て
、
お
の
お
の
経
論
の
文
を
引
い
て
そ
の
咎
を
出
し
て
大
賊
の
名
を
立
つ
。
し
か
る
に
戒
定
の
三
学
は
、
お
の
お
の
別
相
あ
り
。
第
四
に
雑
行
の
過
を
出
し
て
云
く
、「
四
に
雑
行
と
は
、
ま
た
二
種
あ
り
。
一
に
福
行
に
約
せ
ば
、
謂
く
、
性
、
質
直
に
あ
ら
ず
し
て
、
苟
し
く
も
計
し
て
共
に
奇
福
を
崇
む
。
世
人
を
眩
躍
し
て
重
親
を
招
引
す
。
意
は
少
を
以
て
多
を
呼
ぶ
に
在
り
。
こ
れ
を
用
つ
て
活
命
す
。
既
に
そ
の
所
求
を
遂
げ
て
、
即
ち
こ
れ
を
恃
ん
で
慢
を
爾
り
、
名
聞
も
ま
た
然
り
。
こ
れ
は
是
れ
仏
法
を
売
る
賊
。
葉
経
に
出
で
た
り１
）
。
二
は
余
行
に
約
せ
ば
、
謂
く
、
性
、
悟
に
あ
ら
ず
し
て
、
随
つ
て
一
法
を
学
し
て
即
便
ち
封
著
す
。
こ
の
所
学
を
眩
し
て
、
以
て
名
利
を
招
い
て
、
余
の
所
修
は
皆
究
竟
に
あ
ら
ず
と
撥
す
。
こ
れ
は
ま
た
愚
人
、
仏
法
を
毒
害
す
る
賊
な
り
。」
文
。
（
三
）
現
代
語
訳
○
佐
藤
成
順
訳
『
摧
邪
輪
（
抄
）』（「
日
本
の
名
著
」
五
、
中
央
公
論
社
、
三
八
九
頁
〜
三
九
〇
頁
、
一
九
七
八
）
「
香
象
大
師
は
、『
梵
網
経
』
の
注
釈
書
の
な
か
で
、
戒
律
と
精
神
統
一
と
智
の
三
学
、
お
よ
び
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
雑
行
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
経
典
や
論
書
の
文
章
を
引
用
し
て
そ
の
咎
を
指
摘
し
て
「
大
賊
」
と
い
う
名
を
つ
け
て
い
る
。
だ
か
ら
、
戒
律
と
精
神
統
一
と
智
の
三
学
に
は
、
お
の
お
の
別
個
の
様
相
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
注
釈
書
の
な
か
で
、
第
四
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
雑
行
の
過
失
を
出
す
と
こ
ろ
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
四
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
を
実
践
す
る
者
に
、
ま
た
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。
一
に
、
幸
福
を
も
た
ら
す
行
為
を
実
践
す
る
者
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
性
質
が
質
直
で
な
く
、
い
や
し
く
も
悪
だ
く
み
を
し
て
、
珍
奇
な
幸
福
を
た
っ
と
び
、
世
の
な
か
の
人
の
目
を
く
ら
ま
し
、
た
く
さ
ん
の
あ
つ
い
施
し
を
招
き
よ
せ
る
。
そ
の
意
図
は
、
小
さ
な
こ
と
で
大
き
な
こ
と
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
施
し
も
の
に
よ
っ
て
生
命
あ
ら
し
め
て
い
る
。
す
で
に
自
分
の
欲
求
を
成
し
と
げ
、
こ
の
た
く
さ
ん
の
施
し
も
の
を
た
の
み
に
慢
心
を
お
こ
し
、
他
の
人
で
、
財
利
を
む
さ
ぼ
り
私
腹
を
肥
や
し
て
い
な
い
者
を
軽
蔑
し
、
こ
と
ご
と
く
そ
う
し
た
人
を
い
や
し
く
も
悪
く
い
う
。
財
利
を
む
さ
ぼ
り
己
れ
を
肥
や
す
こ
と
に
関
し
て
そ
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
に
は
、
名
声
を
望
む
こ
と
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間
は
、
一
九
明
恵
『
摧
邪
輪
』
の
引
用
経
論
に
関
す
る
小
考
（
一
）（
中
御
門
敬
教
）
仏
法
を
売
る
賊
で
あ
る
。
こ
の
説
は
『
葉
経
』
に
出
て
く
る
。
二
に
、
幸
福
を
も
た
ら
す
行
為
以
外
の
行
為
余
行
を
実
践
す
る
者
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
性
質
が
利
発
で
な
く
、
一
の
教
え
を
学
ん
で
そ
れ
に
執
着
し
て
し
ま
い
、
そ
の
学
ん
だ
教
え
に
目
が
く
ら
ん
で
、
し
か
も
名
声
を
招
き
、
ほ
か
の
修
業
は
み
な
究
極
的
な
も
の
で
な
い
と
除
去
し
て
し
ま
う
。
こ
う
い
う
人
間
も
ま
た
愚
か
な
人
で
あ
り
仏
法
を
毒
害
す
る
賊
で
あ
る
。
以
上
。」
（
四
）
田
中
校
注
記
載
の
注
（C
f.
田
中
〔
一
九
七
一
〕
四
六
頁
注
）
「
葉
経
大
宝
積
経
の
八
八
巻
・
八
九
巻
の
摩
訶
葉
会
。
沙
門
の
賊
の
こ
と
が
見
え
て
い
る
（
正
蔵
一
一
｜
五
〇
二
ａ
）
（
五
）
教
証
の
原
拠
と
現
代
語
訳
（
サ
ン
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
、
漢
訳
の
順
）
引
用
さ
れ
る
『
大
宝
積
経
』
所
収
の
葉
経
に
つ
い
て
は
、
一
本
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と
一
本
の
漢
訳
が
知
ら
れ
て
い
る
（
後
述
）。『
摧
邪
輪
』
に
挙
が
る
こ
の
経
典
名
は
、
漢
訳
名
の
「
摩
訶
葉
会
（
摩
訶
葉
経
二
巻２
）
）」
に
拠
る
。
ち
な
み
に
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
名
が
、「T
ib
.’P
h
ags
pa
byam
s
pa’i
sen
g
ge’i
sgra
ch
en
po
zh
es
bya
th
eg
pa
ch
en
po’i
m
d
o
（
聖
な
る
弥
勒
の
大
獅
子
吼
と
い
わ
れ
る
大
乗
経
典
）」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
蔵
漢
二
本
の
訳
経
名
は
大
き
く
異
な
る
。
経
典
名
の
み
か
ら
早
計
す
る
と
別
経
典
で
あ
る
と
の
誤
解
が
生
じ
よ
う３
）
。
前
者
は
「
葉
（
カ
ー
シ
ャ
パ
）」、
そ
し
て
後
者
は
「
弥
勒
（
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
）」
を
強
調
し
た
名
前
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
ず
は
経
典
中
に
お
け
る
対
告
衆
の
変
化
に
注
意
し
た
い
。
漢
訳
で
は
冒
頭
か
ら
上
巻
半
ま
で
が
「
葉
」（C
f.
『
大
正
蔵
』
十
二
、N
o
.
三
一
〇
｜
二
三
、
五
〇
一
頁
中
段
〜
五
〇
三
頁
下
段
）、
そ
こ
か
ら
上
巻
末
ま
で
が
「
弥
勒
」（C
f.
五
〇
三
頁
下
段
〜
五
〇
七
頁
中
段
）
で
あ
り
、
下
巻
は
一
貫
し
て
「
葉
」
で
あ
る
（C
f.
五
〇
七
頁
中
段
〜
五
一
四
頁
中
段
）。
葉
経
漢
訳
の
全
容
が
理
解
で
き
る
訓
読
（C
f.
長
井
真
琴
訳
「
国
訳
一
切
経
」）
を
参
照
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
把
握
を
試
み
た
が
、
十
分
な
理
解
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
か
ら
の
理
解
を
も
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典＝
Ā
rya-m
aitreyam
ah
asim
h
an
ad
a-n
am
a-
m
ah
ayan
a-su
tra
（
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
基
づ
く
表
記
）
・
チ
ベ
ッ
ト
語
訳＝
北
京
版：
T
r.Jin
a
m
itra
,S
u
ren
d
ra
b
o
d
h
i,P
ra
jn
a
v
a
r-
m
a
,Y
e
sh
es
sd
e,
’P
h
ags
pa
byam
s
pa’i
sen
g
ge’i
sgra
ch
en
po
zh
es
bya
th
eg
pa
ch
en
po’i
m
d
o
（
聖
な
る
弥
勒
の
大
獅
子
吼
と
い
わ
れ
る
大
乗
経
典.
大
谷N
o
.
七
六
〇
｜
二
三
、Z
i.
六
一
下
四
行
｜
六
二
上
一
行
）、
デ
ル
ゲ
版：
同
上
（
東
北N
o
.
六
七
、C
a
.
七
〇
下
四
行
｜
七
一
上
一
行
）
「b
d
a
g
g
is
d
e
b
zh
in
g
sh
eg
s
p
a
’i
b
s ta
n
p
a
la
ra
b
tu
b
y
u
n
g
n
a
s
d
g
e
sb
y
o
n
g
g
i
ch
o
m
rk
u
n
m
i
b
y
a
’o
zh
es
b
sla
b
p
a
r
b
y
a
’o
/
’O
d
sru
n
g
d
e
la
d
g
e
sb
y
o
n
g
g
i
ch
o
m
rk
u
m
g
a
n
g
zh
e
n
a
/
b
zh
i
p
o
’d
i
d
a
g
n
i
d
g
e
sb
y
o
n
g
g
i
ch
o
m
rk
u
n
y
in
te
/
b
zh
i
g
a
n
g
zh
e
n
a
/
’O
d
sru
n
g
’d
i
la
d
g
e
slo
n
g
d
g
e
sb
y
o
n
g
g
i
k
h
a
d
o
g
d
a
n
g
/
rta
g
s
d
a
n
g
/
d
b
y
ib
s
la
g
n
a
s
sh
in
g
d
e
y
a
n
g
tsh
u
l
k
h
rim
s
’ch
a
l
b
a
d
a
n
g
/
sd
ig
p
a
’i
ch
o
s
ca
n
y
in
p
a
r
g
y
u
r
n
a
/
d
e
n
i
d
g
e
sb
y
o
n
g
g
i
ch
o
m
rk
u
n
d
a
n
g
p
o
y
in
n
o
/
d
b
en
p
a
’i
g
n
a
s
su
so
n
g
ste
/
g
n
a
s
p
a
n
a
m
i
d
g
e
b
a
’i
rn
a
m
p
a
r
rto
g
p
a
d
a
g
la
rn
a
m
p
a
r
rto
g
p
a
r
b
y
ed
n
a
//
d
e
n
i
d
g
e
sb
y
o
n
g
g
i
ch
o
m
rk
u
n
二
〇
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
二
号
g
n
y
is
p
a
y
in
n
o
//
b
d
a
g
n
y
id
’b
ra
s
b
u
m
a
th
o
b
cin
g
so
so
’i(D
.so
)
sk
y
e
b
o
y
in
p
a
r
sh
es
b
zh
in
d
u
/
rn
y
ed
p
a
d
a
n
g
b
k
u
r
sti
d
a
n
g
/
tsh
ig
su
b
ca
d
p
a
’d
o
d
p
a
s
/
zil
k
y
is
n
o
n
p
a
s
/
g
zh
a
n
d
a
g
g
i
m
d
u
n
d
u
b
d
a
g
n
y
id
d
g
ra
b
co
m
p
a
y
in
b
a
r
k
h
a
s
’ch
e
b
a
r
b
y
ed
n
a
/
d
e
n
i
d
g
e
sb
y
o
n
g
g
i
ch
o
m
rk
u
n
g
su
m
p
a
y
in
n
o
//
b
d
a
g
la
sto
d
cin
g
g
zh
a
n
la
sm
o
d
p
a
r
b
y
ed
n
a
/
d
e
n
a
(D
.n
i)
d
g
e
sb
y
o
n
g
g
i
ch
o
m
rk
u
n
b
zh
i
p
a
y
in
te
/
」
（
試
訳：
「
自
分
は
如
来
の
教
え
に
お
い
て
出
家
し
て
か
ら
、
沙
門
の
賊
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
、
そ
の
う
ち
「
沙
門
の
賊
」
は
何
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
ら
四
つ
が
「
沙
門
の
賊
」
で
あ
る
。
「
四
つ
」
は
何
か
と
い
え
ば
、
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
、
こ
れ
に
は
比
丘
が
沙
門
の
色
（k
h
a
d
o
g
）
と
印
（rta
g
s
）
と
形
（d
b
y
ib
s
）４
）
と
に
住
し
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
破
戒
し
、
罪
悪
の
法
を
有
す
る
者
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
彼
は
第
一
の
「
沙
門
の
賊
」
で
あ
る
。
閑
寂
な
場
所
（
寺
院
）
に
行
っ
て
住
す
る
時
に
、
諸
々
の
不
善
の
分
別
（
三
毒
な
ど
）
に
つ
い
て
分
別
す
る
な
ら
ば５
）
、
彼
は
第
二
の
「
沙
門
の
賊
」
で
あ
る
。
自
分
自
身
は
果
を
得
て
い
な
い
、
凡
夫
で
あ
る
と
知
り
な
が
ら
、
利
得
と
恭
敬
と
名
声
へ
の
欲
望
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
他
者
た
ち
の
面
前
に
お
い
て
「
自
分
自
身
は
阿
羅
漢
で
あ
る
」
と
自
称
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
第
三
の
「
沙
門
の
賊
」
で
あ
る
。
自
分
を
讃
歎
し
て
、
他
者
を
非
難
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
第
四
の
「
沙
門
の
賊
」
で
あ
る
。）
・
漢
訳＝
元
魏
月
婆
首
那
訳
『
大
宝
積
経
』「
摩
訶
葉
会
（
摩
訶
葉
経
二
巻
）」（『
大
正
蔵
』
十
一
、N
o
.
三
一
〇
｜
二
三
、
五
〇
二
頁
上
段
）
「
莫
於
仏
法
作
沙
門
賊
。
葉
。
如
何
名
沙
門
賊
。
沙
門
賊
有
四
種
。
何
等
為
四
。
葉
。
若
有
比
丘
整
理
法
服
、
似
像
比
丘
而
破
禁
戒
作
不
善
法
。
是
名
第
一
沙
門
之
賊
。
二
者
於
日
暮
後
、
其
心
思
惟
不
善
之
法
。
是
名
第
二
沙
門
之
賊
。
三
者
未
得
聖
果
、
自
知
凡
夫
、
為
利
養
故
、
自
称
我
得
阿
羅
漢
果
。
是
名
第
三
沙
門
之
賊
。
四
者
自
讃
毀
他
。
是
名
第
四
沙
門
之
賊
。
葉
。
是
名
四
種
沙
門
之
賊
。」
（
試
訳：
仏
法
に
お
い
て
〔
出
家
し
て
か
ら
〕
沙
門
の
賊
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
、
ど
う
し
て
「
沙
門
の
賊
」
と
い
わ
れ
る
の
か
。
「
沙
門
の
賊
」
に
は
四
種
類
が
有
る
。
何
が
「
四
」
か
。
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
、
比
丘
が
い
た
と
し
て
、
法
衣
を
正
し
整
え
、
姿
は
比
丘
の
如
く
で
あ
る
が
、
禁
戒
を
破
り
、
不
善
法
を
行
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
を
第
一
の
「
沙
門
の
賊
」
と
い
う
。
二
は
、
日
が
暮
れ
た
後
に
、
心
が
不
善
の
法
を
思
う
。
こ
れ
を
第
二
の
「
沙
門
の
賊
」
と
い
う
。
三
は
、
ま
だ
聖
果
を
得
て
い
な
い
、
自
身
は
凡
夫
で
あ
る
と
知
り
な
が
ら
、
利
徳
の
た
め
に
、「
自
分
は
阿
羅
漢
果
を
得
た
」
と
自
称
す
る
。
こ
れ
を
第
三
の
「
沙
門
の
賊
」
と
い
う
。
四
は
、
自
分
を
讃
歎
し
て
、
他
者
を
非
難
す
る
。
こ
れ
を
第
四
の
「
沙
門
の
賊
」
と
い
う
。
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
、
こ
れ
を
四
種
類
の
「
沙
門
の
賊
」
と
い
う
。）
（
六
）
他
典
籍
に
お
け
る
同
引
用
〇
唐
道
世
『
法
苑
珠
林
』（『
大
正
蔵
』
五
三
、N
o
.
二
一
二
二
、
九
四
八
頁
上
段
）
「
又
葉
経
云
。
仏
告
葉
。
於
正
法
中
得
出
家
者
。
応
作
是
念
。
十
方
世
界
現
在
諸
仏
悉
知
我
心
。
莫
於
仏
法
作
沙
門
賊
。
葉
。
云
何
名
沙
門
賊
。
沙
門
賊
有
四
種
。
何
等
為
四
。
葉
。
若
有
比
丘
整
理
法
服
似
像
比
丘
。
而
破
禁
戒
作
不
善
法
。
是
名
第
一
沙
門
之
賊
。
二
者
於
日
暮
後
。
其
心
思
惟
不
善
之
法
。
是
名
第
二
沙
門
之
賊
。
三
者
未
得
聖
果
。
自
知
凡
夫
。
為
利
養
故
自
称
我
得
阿
羅
漢
果
。
是
名
第
三
沙
門
之
賊
。
四
者
自
讃
毀
他
。
是
名
第
四
沙
門
之
賊
。」
二
一
明
恵
『
摧
邪
輪
』
の
引
用
経
論
に
関
す
る
小
考
（
一
）（
中
御
門
敬
教
）
（
七
）
補
説
参
考
ま
で
に
、
同
じ
『
大
宝
積
経
』
に
所
収
さ
れ
、
経
典
名
が
極
め
て
類
似
す
る
葉
品
の
用
例
に
触
れ
た
い
（『
大
宝
積
経
』
内
で
の
名
称
は
「
普
明
菩
薩
会
」）。
６
）
こ
の
葉
品
の
説
示
の
特
徴
は
、
一
つ
の
話
題
に
つ
い
て
四
項
目
が
挙
げ
ら
れ
る
点
に
あ
る
。『
摧
邪
輪
』
が
引
用
す
る
葉
経
も
先
の
例
の
ご
と
く
、
説
示
方
法
が
こ
の
葉
品
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
声
聞
」
に
関
し
て
は
、「
声
聞
之
人
有
四
悪
欲
」
を
挙
げ
て
、「
一
者
求
見
未
来
世
仏
。
二
者
求
作
転
輪
聖
王
。
三
者
願
生
刹
利
大
姓
。
四
者
願
生
婆
羅
門
大
姓
。」
（C
f.
五
〇
二
頁
下
段
）
と
述
べ
た
り
、「
声
聞
之
人
有
四
種
性
」
を
挙
げ
て
、
「
一
者
著
我
。
二
者
著
人
。
三
者
犯
戒
。
四
者
求
未
来
仏
法
」（C
f.
五
〇
二
頁
下
段
）
と
述
べ
た
り
、「
四
種
相
似
沙
門
」
を
挙
げ
て
、「
一
者
悪
戒
。
二
者
我
見
。
三
者
誹
謗
正
法
。
四
者
断
見
」（C
f.
五
〇
二
頁
下
段
）
を
挙
げ
る
ご
と
く
で
あ
る
。
今
後
の
考
察
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
経
典
名
の
類
似
と
い
い
、
説
示
方
法
の
類
似
と
い
い
、
所
説
内
容
の
類
似
と
い
い
、
両
経
典
に
は
何
ら
か
の
関
係
が
推
測
で
き
る
。
異
訳
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
葉
品
か
ら
の
影
響
を
承
け
た
可
能
性
を
、
問
題
の
提
起
と
し
て
お
き
た
い
。
さ
て
こ
こ
で
は
、
葉
品
に
見
ら
れ
る
葉
経
と
類
似
す
る
用
例
、
す
な
わ
ち
「
四
種
沙
門
」（
形
福
相
沙
門
、
依
義
誑
詐
沙
門
、
名
聞
沙
門
、
真
実
行
沙
門
）
に
関
す
る
梵
本
と
蔵
訳
と
の
用
例
を
挙
げ
て
、
葉
経
当
該
箇
所
の
内
容
補
説
と
す
る
。
・
サ
ン
ク
リ
ッ
ト
語
原
典＝
『
大
宝
積
経
葉
品
梵
蔵
漢
六
種
合
刊
』（
名
著
普
及
会
、
一
七
二
頁
、
一
九
七
七
、
覆
刻
版
）
（S
ta
el-H
o
lstein
,
、T
h
e
K
açyapaparivarta:
A
M
ah
ayan
asu
tra
of
th
e
R
atn
aku
t
a
C
lass
ed
ited
in
th
e
origin
al
S
an
skrit
in
T
ibetan
an
d
in
C
h
in
ese
,
S
h
a
n
g
h
a
i
、
一
九
二
六
）
「sra
m
a
a
sra
m
a
n
a
iti
k
a
sa
p
a
u
cy
a
te
/
k
iy
a
n
n
u
ta
v
a
t
k
a
sa
p
a
sra
m
a
n
a
h
sra
m
a
n
a
ity
u
cy
a
te
/
ca
tv
a
ra
im
e
k
a
sa
p
a
sra
m
a
n
a
h
k
a
ta
m
e
ca
tv
a
ra
h
y
a
d
u
ta
v
a
rn
a
ru
p
a
lin
g
a
sa
m
sth
a
n
a
sra
m
a
n
a
/
a
c
a
ra
g
u
p
tik
u
h
a
k
a
sra
m
a
n
a
h
k
ırtisa
b
d
a
slo
k
a
sra
m
a
n
a
h
b
h
u
ta
-
p
ra
tip
a
ttisra
m
a
n
a
h
im
e
k
a
sa
p
a
ca
tv
a
ra
sra
m
a
a
h
」
・
梵
文
和
訳＝
長
尾
雅
人
、
櫻
部
建
訳
「
葉
品
（
カ
ー
シ
ャ
パ
の
章
）」（『
宝
積
部
経
典
』（「
大
乗
仏
典
」
九
）、
中
央
公
論
社
、
八
九
頁
、
一
九
八
〇
）
「
九
悪
し
き
沙
門
と
真
正
の
沙
門
（121
）
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
、
沙
門
、
沙
門
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
、
ど
れ
だ
け
の
も
の
が
沙
門
、
沙
門
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
、
沙
門
に
は
つ
ぎ
の
四
種
類
が
あ
る
。
い
か
な
る
四
種
類
か
。
す
な
わ
ち
、（1
）
外
見
上
の
色
や
姿
形
だ
け
の
沙
門
、（2
）
行
儀
を
正
し
く
ま
も
っ
て
人
を
あ
ざ
む
く
沙
門
、（3
）
名
誉
や
名
声
や
賞
讃
（
を
追
求
す
る
と
こ
ろ
）
の
沙
門
、（4
）
真
実
に
修
行
し
て
い
る
沙
門
。
｜
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
、
沙
門
と
は
こ
の
四
種
類
で
あ
る
。」７）
・
チ
ベ
ッ
ト
語
訳＝
北
京
版：
T
r.Jin
a
m
itra
、Ś
ılen
d
ra
b
o
d
h
i,
Y
e
sh
es
sd
e,
’P
h
ags
pa
’od
sru
n
g
gi
le’u
zh
es
bya
th
eg
pa
ch
en
po’i
m
d
o
（
大
谷N
o
.
七
六
〇
｜
四
三
、H
i,
一
二
七
下
二
行
｜
四
行
）、
デ
ル
ゲ
版
：
同
上
（
東
北N
o
.
八
七
、C
h
a
.
一
四
三
上
一
行
｜
二
行
）、『
大
宝
積
経
葉
品
梵
蔵
漢
六
種
合
刊
』（
名
著
普
及
会
、
一
七
二
頁
、
一
九
七
七
、
覆
刻
版
）
「’O
d
sru
n
g
d
g
e
sb
y
o
n
g
zh
es
b
y
a
b
a
ji
tsa
m
g
y
is
n
a
d
g
e
sb
y
o
n
g
d
g
e
sb
y
o
n
g
zh
es
b
y
a
zh
e
n
a
/
’O
d
sru
n
g
b
zh
in
p
o
’d
i
d
a
g
n
i
d
g
e
sb
y
o
n
g
二
二
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
二
号
ste
/
b
zh
i
g
a
n
g
zh
e
n
a
/
k
h
a
d
o
g
d
a
n
g
rta
g
s
k
y
i
sb
y
ib
s
k
y
i
d
g
e
sb
y
o
n
g
d
a
n
g
/
ch
o
g
a
sru
n
g
zh
in
g
tsh
u
l
’ch
o
s
p
a
’i
d
g
e
sb
y
o
n
g
d
a
n
g
/
b
rjo
d
p
a
’i
sg
ra
tsh
ig
s
su
b
ca
d
p
a
’i
d
g
e
sb
y
o
n
g
d
a
n
g
/
y
a
n
g
d
a
g
p
a
r
sg
ru
b
p
a
’i
d
g
e
sb
y
o
n
g
n
g
o
/
」
（
試
訳：
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
、
沙
門
と
は
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
沙
門
、
沙
門
と
い
わ
れ
る
の
か
と
問
え
ば
、
カ
ー
シ
ャ
パ
よ
、
こ
れ
ら
四
つ
が
沙
門
で
あ
る
。「
四
」
と
は
何
か
と
問
え
ば
、（
一
）
色
と
印
の
形
の
沙
門
（
葉
経
で
は
、
色
と
印
と
形
の
沙
門
）
と
、（
二
）
儀
軌
を
護
り
つ
つ
欺
く
沙
門
と
、（
三
）
称
賛
、
名
声
の
沙
門
と
、（
四
）
真
実
に
成
就
す
る
沙
門
で
あ
る
。）
な
お
、
こ
の
葉
品
に
は
漢
訳
さ
れ
た
注
釈
が
現
存
す
る
。
後
魏
菩
提
流
支
訳
『
大
宝
積
経
論
』（『
大
正
蔵
』
二
六
、N
o
.
一
五
二
三
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
大
竹
晋
校
注
『
大
宝
積
経
論
』（「
新
国
訳
大
蔵
経
」
釈
経
論
部
十
五
、
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
八
）
が
あ
る
。
大
変
詳
細
で
有
益
な
研
究
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
「
四
種
沙
門
」
の
当
該
個
所
は
三
〇
五
頁
以
下
、
す
な
わ
ち
「
形
福
相
沙
門
」（ibid
.,
三
〇
六
頁
〜
三
〇
八
頁
）、「
依
義
誑
詐
沙
門
」（ibid
.,
三
〇
八
頁
〜
三
〇
九
頁
）、「
名
聞
沙
門
」（ibid
.,
三
一
〇
頁
）、、
真
実
行
沙
門
（ibid
.,
三
一
〇
頁
〜
三
一
四
頁
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
出
る
「
名
聞
沙
門
（
名
利
沙
門８
）
）」
と
い
う
形
で
の
批
判
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
念
仏
者
に
対
す
る
も
の
と
し
て
は
、
道
元
（
一
二
〇
〇
｜
一
二
五
三
）
の
『
弁
道
話
』（
第
三
問
答
）
に
も
確
認
で
き
る９
）
。
「
又
読
経
・
念
仏
等
の
つ
と
め
に
う
る
と
こ
ろ
の
功
徳
を
、
な
ん
ぢ
し
る
や
い
な
や
。
た
ゞ
し
た
お
う
ご
か
し10
）
、
こ
ゑ
お
あ
ぐ
る
仏
事
功
徳
と
お
も
え
る
、
い
と
は
か
な
し
。
仏
法
に
擬
す
る
に
う
た
ゝ
と
お
く
、
い
よ
〳
〵
は
る
か
な
り
。
又
、
経
書
を
ひ
ら
く
こ
と
は
、
ほ
と
け
漸
修
行
の
儀
則
を
お
し
へ
お
け
る
と
、
あ
き
ら
め
し
り
、
教
の
ご
と
く
修
行
す
れ
ば
、
か
な
ら
ず
証
を
と
ら
し
め
む
と
な
り
。
い
た
づ
ら
に
思
量
念
度
を
つ
ゐ
や
し
て
、
菩
提
を
う
る
功
徳
に
擬
せ
ん
と
に
は
あ
ら
ぬ
な
り
。
お
ろ
か
に
千
万
誦
の
口
業
を
し
き
り
に
し
て
仏
道
に
い
た
ら
む
と
す
る
は
、
な
お
こ
れ
な
が
え
お
き
た
に
し
て
、
越
に
む
か
は
む
と
お
も
は
ん
が
ご
と
し
。
ま
た
、
円
孔
に
方
木
を
い
れ
ん
と
せ
ん
と
お
な
じ
。
文
を
み
な
が
ら
修
す
る
み
ち
に
く
ら
き
、
そ
れ
医
方
を
み
る
人
の
合
薬
を
わ
す
れ
ん
、
な
に
の
益
か
あ
ら
ん
。
口
声
を
ひ
ま
な
く
せ
る
、
春
の
田
の
か
へ
る
の
、
昼
夜
に
な
く
が
ご
と
し
、
つ
ゐ
に
又
益
な
し
。
い
は
む
や
ふ
か
く
名
利
に
ま
ど
は
さ
る
ゝ
や
か
ら
、
こ
れ
ら
の
こ
と
お
す
て
が
た
し
。
そ
れ
利
貧
の
こ
ゝ
ろ
は
な
だ
ふ
か
き
ゆ
ゑ
に
、
む
か
し
す
で
に
あ
り
き
、
い
ま
の
よ
に
な
か
ら
む
や
。
も
と
も
あ
は
れ
む
べ
し
。」
斎
藤
蒙
光
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
法
然
典
籍
に
も
「「
往
生
」
の
前
提
と
な
る
仏
教
的
課
題
」、
す
な
わ
ち
「
今
生
の
利
己
的
な
生
き
様
へ
の
反
省
を
促
す
」
際
に
、「
名
聞
利
養
」
が
議
論
さ
れ
る
と
い
う
（
唐
法
蔵
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
の
「
福
行
」
に
相
当
）。
外
面
的
で
は
な
く
内
面
的
な
意
味
で
の
「
真
の
出
家
者
」
へ
の
議
論
が
起
こ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る11
）
。
1
）
「
香
象
大
師
の
梵
網
経
の
疏
」
の
原
拠
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
〇
唐
法
蔵
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』（『
大
正
蔵
』
四
〇
、N
o
.
一
八
一
三
、
六
二
八
頁
下
段
〜
六
二
九
頁
上
段
）
「
四
約
雑
行
者
亦
有
二
類
。
一
約
福
行
者
。
謂
性
非
質
直
苟
姦
計
共
崇
奇
福
。
二
三
明
恵
『
摧
邪
輪
』
の
引
用
経
論
に
関
す
る
小
考
（
一
）（
中
御
門
敬
教
）
眩
耀
世
人
招
引
重
。
意
在
以
少
呼
多
。
用
此
活
命
。
既
遂
其
所
求
即
恃
此
起
慢
。
陵
蔑
余
人
無
利
養
者
。
悉
以
苟
非
。
利
養
既
爾
。
名
聞
亦
然
。
此
是
賣
仏
法
賊
。
出
葉
経
。
二
約
余
行
者
。
謂
性
非
悟
。
随
学
一
法
即
便
対
著
眩
此
所
学
以
招
名
利
。
撥
余
所
修
皆
非
究
竟
。
此
亦
愚
人
害
仏
法
賊
也
。
此
上
略
挙
四
位
。
理
実
通
一
切
行
皆
有
誑
偽
。
並
応
准
簡
。
勧
諸
後
学
勿
令
自
心
墜
中
。
即
其
宝
積
宝
葉
仏
蔵
等
経
請
読
在
心
府
。
養
菩
提
心
方
可
為
要
耳
。」
ち
な
み
に
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
は
、「
沙
門
賊
」
を
説
く
「
葉
経
」
の
経
名
を
、
も
う
一
箇
所
出
す
。
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
〇
唐
法
蔵
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』（『
大
正
蔵
』
四
〇
、N
o
.
一
八
一
三
、
六
二
八
頁
下
段
）
「
六
約
行
者
。
仏
法
人
多
約
四
位
起
行
。
謂
三
学
及
行
。
初
約
戒
学
者
有
二
類
。
一
矯
異
。
謂
雖
不
破
戒
性
非
質
直
。
依
邪
思
計
現
異
威
儀
。
眩
耀
世
間
以
求
名
利
。
本
無
浄
心
以
求
出
離
。
然
普
抑
余
人
無
異
威
儀
者
悉
為
無
徳
。
此
是
沙
門
賊
亦
是
威
儀
賊
也
。
如
葉
経
宝
積
経
等
説
。」
こ
れ
を
原
拠
と
し
た
も
の
に
以
下
の
二
典
籍
が
あ
る
。
〇
子
録
『
起
心
論
疏
筆
削
記
』（『
大
正
蔵
』
四
四
、N
o
.
一
八
四
八
、
三
九
九
頁
上
段
〜
中
段
）
「
菩
薩
戒
疏
云
。
仏
法
人
多
約
四
位
起
行
。
謂
三
学
及
行
。
初
約
戒
学
者
。
有
二
類
。
一
矯
異
者
。
謂
雖
不
破
戒
性
非
質
直
。
依
邪
思
計
現
異
威
儀
。
眩
耀
世
間
以
求
名
利
。
本
無
片
心
以
求
出
離
。
然
普
抑
余
人
無
異
威
儀
者
。
悉
為
無
徳
。
此
是
沙
門
賊
亦
是
威
儀
賊
也
。
如
葉
宝
積
等
経
説
。」
〇
『
起
心
論
疏
記
会
閲
』（『
卍
続
蔵
』
四
五
、N
o
.
七
六
八
、
七
一
四
頁
上
段
）
「
菩
薩
戒
疏
云
。
仏
法
人
。
多
約
四
位
起
行
。
謂
三
学
及
雑
行
。
初
約
戒
学
者
。
有
二
類
。
一
。
矯
異
者
。
謂
雖
不
破
戒
性
非
質
直
。
依
邪
思
計
。
現
異
威
儀
。
眩
耀
世
間
以
求
名
利
。
本
無
片
心
以
求
出
離
。
然
普
抑
余
人
無
異
威
儀
者
。
悉
為
無
徳
。
此
是
沙
門
賊
。
亦
是
威
儀
賊
也
。
如
葉
宝
積
等
経
説
。」
な
お
、
鎌
田
茂
雄
全
訳
『
八
宗
綱
要
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
六
、
三
六
五
頁
〜
三
六
六
頁
）
を
利
用
し
て
、「
香
象
大
師
」
を
探
る
と
以
下
の
ご
と
し
。
「
〇
香
象
大
師
｜
法
蔵
（
六
四
三
｜
七
一
二
）
の
こ
と
。
先
祖
が
康
居
国
の
出
身
で
姓
は
康
氏
、
康
蔵
と
呼
ば
れ
た
の
で
、
類
字
に
よ
っ
て
香
象
の
名
が
あ
る
。
智
が
長
安
雲
華
寺
に
お
い
て
『
華
厳
経
』
を
講
義
す
る
の
を
聴
き
門
下
に
投
じ
た
。
則
天
武
后
の
帰
依
を
受
け
、
長
安
四
年
（
七
〇
四
）
武
后
の
た
め
に
長
生
殿
で
十
玄
六
相
の
教
義
を
講
じ
た
。
著
書
に
は
『
華
厳
経
深
玄
記
』、『
華
厳
五
教
章
』、『
華
厳
経
伝
記
』、『
起
信
論
義
記
』
な
ど
多
数
あ
る
。
弟
子
に
は
静
法
寺
苑
、
文
超
等
数
人
が
い
る
。」
2
）
「
摩
訶
葉
会
第
二
十
三
之
一
」（『
大
正
蔵
』
十
一
、N
o
.
三
一
〇
｜
二
三
、
五
〇
一
頁
中
段
〜
五
〇
七
頁
中
段
）
と
「
摩
訶
葉
会
第
二
十
三
之
二
」（『
大
正
蔵
』
十
一
、N
o
.
三
一
〇
｜
二
三
、
五
〇
七
頁
中
段
〜
五
一
四
頁
中
段
）
を
指
し
て
、「
摩
訶
葉
経
二
巻
」
と
呼
ん
で
い
る
。
3
）
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
現
象
が
同
じ
『
大
宝
積
経
』
に
所
収
さ
れ
る
失
訳
「
普
明
菩
薩
会
」（『
大
正
蔵
』
十
一
、N
o
.
三
一
〇
｜
四
三
）
に
も
起
こ
っ
て
い
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
名
はK
asapaparivarta
（＝
T
ib
.
’P
h
ags
pa
’O
d
sru
n
g
gi
le’u
zh
es
bya
th
eg
pa
ch
en
po’i
m
d
o
）、
す
な
わ
ち
「
葉
所
問
経
」
で
あ
る
。
漢
訳
の
異
訳
名
を
確
認
す
る
と
、
後
漢
支
婁
訳
『
仏
説
遺
日
摩
尼
宝
経
』（C
f.
『
大
正
蔵
』
十
二
、N
o
.
三
五
〇
）、
失
訳
『
仏
説
摩
訶
衍
宝
厳
経
』（C
f.
『
大
正
蔵
』
十
二
、N
o
.
三
五
一
）、
施
護
訳
『
仏
説
大
葉
問
大
宝
積
正
法
経
』（C
f.
『
大
正
蔵
』
十
二
、N
o
.
三
五
二
）、
曼
陀
羅
仙
共
僧
伽
婆
羅
訳
『
大
乗
宝
雲
経
』（『
大
正
蔵
』
十
六
、N
o
.
六
五
九
）、
沮
京
声
訳
『
仏
説
葉
禁
戒
経
』（『
大
正
蔵
』
二
四
、N
o
.
一
四
六
九
）
で
あ
る
。
4
）
僧
侶
の
姿
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
通
常
は
袈
裟
と
鉢
を
指
す
。
5
）
例
え
ば
、「E
n
g
.liv
e
a
life
（
人
生
を
生
き
る
）」
の
よ
う
な
再
帰
的
な
用
法
。
6
）
葉
品
の
漢
訳
に
は
以
下
が
知
ら
れ
て
い
る
。
○
後
漢
支
婁
訳
『
仏
説
遺
日
摩
尼
宝
経
』（『
大
正
蔵
』
十
二
、N
o
.
三
五
〇
）
二
四
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
二
号
○
曼
陀
羅
仙
共
僧
伽
婆
羅
訳
『
大
乗
宝
雲
経
』（『
大
正
蔵
』
十
六
、N
o
.
六
五
九
）
○
失
訳
『
仏
説
摩
訶
衍
宝
厳
経
』（『
大
正
蔵
』
十
二
、N
o
.
三
五
一
）
○
失
訳
『
大
宝
積
経
』「
普
明
菩
薩
会
」（『
大
正
蔵
』
十
一
、N
o
.
三
一
〇
｜
四
三
）
○
施
護
訳
『
仏
説
大
葉
問
大
宝
積
正
法
経
』（『
大
正
蔵
』
十
二
、N
o
.
三
五
二
）
○
沮
京
声
訳
『
仏
説
葉
禁
戒
経
』（『
大
正
蔵
』
二
四
、N
o
.
一
四
六
九
）
ド
イ
ツ
語
訳
と
し
て
、F
ried
rich
W
eller,
Z
u
m
K
açyapaparivarta
,
B
erlin
,
一
九
六
五
（
未
見
）、M
itteilu
n
gen
d
es
In
stitu
ts
fu
r
O
rien
tfors-
ch
u
n
gen
、
-
四
、
一
九
六
六
（
未
見
）
が
あ
る
。
こ
の
ド
イ
ツ
語
訳
に
関
す
る
情
報
は
、
前
掲
の
長
尾
、
櫻
部
〔
一
九
八
〇
〕「
凡
例
」
か
ら
得
た
。
葉
品
を
含
む
、
大
宝
積
経
の
解
題
に
つ
い
て
は
、
松
田
和
信
、
浅
野
守
信
「
四
宝
積
部
」（
勝
崎
裕
彦
、
小
峰
弥
彦
、
下
田
正
弘
、
渡
辺
章
悟
編
著
『
大
乗
経
典
解
説
辞
典
』、
一
五
一
頁
〜
一
七
〇
頁
、
北
辰
堂
、
一
九
九
七
）
を
参
照
の
こ
と
。
7
）
こ
の
長
尾
、
櫻
部
訳
の
底
本
は
上
記
の
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
本
で
あ
る
。
８
）
葉
品
（124
）
に
は
、「
名
利
沙
門
」
の
特
徴
を
ま
と
め
て
、「（
長
尾
、
櫻
部
訳
）
こ
の
よ
う
な
（
さ
ま
ざ
ま
な
）
思
慮
・
計
算
の
も
と
に
、
無
欲
と
な
り
、
足
る
こ
と
を
知
り
、
ひ
と
り
離
れ
て
修
行
す
る
。」
と
あ
る
（ibid
.,p
.91
）。
原
文
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
は
、「S
it.p
ra
tisa
m
k
h
y
a
y
a
a
lp
ecch
a
h
sa
m
tu
sta
h
p
ra
v
ik
to
v
ih
a
ra
ti
」
で
あ
る
（ibid
.,p
.175
）。「
名
利
沙
門
」
の
核
に
あ
る
「
思
慮
・
計
算
（S
k
t.p
ra
tisa
m
k
h
y
a
）
と
は
、
伝
統
的
な
仏
教
用
語
（
真
諦
訳
、
玄
訳
）
で
は
「
択
」「
簡
択
」
に
相
当
す
る
。
倶
舎
論
五
位
七
十
五
法
の
中
の
、「
択
滅
（p
ra
tisa
m
k
h
y
a
n
iro
d
h
a
）」（A
K
,i,6a
b
）
の
項
目
に
は
、
「
本
庄
訳：
苦
聖
諦
等
を
各
々
辨
別
す
る
こ
と
が
で
あ
っ
て
、
（N
o
.18
）
の
一
種
で
あ
る
」
と
あ
る
（C
f.
本
庄
良
文
「『
倶
舎
論
』
七
十
五
法
定
義
集
」
（『
三
康
文
化
研
究
所
年
報
』
二
六
・
二
七
号
、
二
八
頁
、
一
九
九
五
））。
９
）
寺
田
透
、
水
野
弥
穂
子
『
道
元
上
』（「
日
本
思
想
体
系
」
十
二
、
岩
波
書
店
、
十
六
頁
か
ら
十
七
頁
、
一
九
七
〇
）
10
）
『
勅
伝
』
第
二
十
三
巻
（C
f.
『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
第
二
七
「
親
縁
」）
「
さ
は
候
え
ど
も
、
常
に
御
舌
の
は
た
ら
く
べ
き
に
て
候
う
な
り
。
三
業
相
応
の
た
め
に
て
候
う
べ
し
。
三
業
と
は
、
身
と
口
と
意
と
を
申
し
候
う
な
り
。
し
か
も
仏
の
本
願
の
称
名
な
る
が
故
に
、
声
を
本
体
と
は
思
し
食
す
べ
き
に
て
候
。」
11
）
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
六
日
、
平
成
二
十
七
年
度
東
海
学
園
大
学
共
生
文
化
研
究
所
第
一
回
定
例
研
究
会
に
て
、
斎
藤
蒙
光
氏
は
題
目
「「
共
生
」
と
法
然
浄
土
教
｜
「
と
も
い
き
」
と
「
往
生
」」
を
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
レ
ジ
ュ
メ
の
中
に
、「
往
生
大
要
抄
」
至
誠
心
釈
、「
十
二
箇
条
の
問
答
」
第
三
問
答
、「
要
義
問
答
」
第
一
問
答
、「
一
期
物
語
」
天
台
座
主
・
顕
真
の
言
葉
、
に
出
る
「
名
聞
利
養
」
の
用
例
を
掲
載
さ
れ
た
。
（
な
か
み
か
ど
け
い
き
ょ
う
嘱
託
研
究
員
、
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
研
究
員
）
二
五
明
恵
『
摧
邪
輪
』
の
引
用
経
論
に
関
す
る
小
考
（
一
）（
中
御
門
敬
教
）
